
 

 

わかっちゃいるけどやめられない･･･。でも方法や考え方で！ 

スマホ依存からの脱却：脳科学的アプローチと実践法 

脱・スマホ依存！ 回避・スマホ依存。

★校長より★ 皆さんは一日、どれくらいスマホを利用していますか？確かにスマホは便利で、また動画や SNS は楽しみを与え

てくれます。有効に活用して入れが本当に便利だと思います。しかし、多くの若者がスマホで苦しんでいるのも事実です。特に長

時間の利用による生活週間の乱れは進級や受験を左右してしまうほどの大きな影響を与えることもあります。上に記載されてい

ることを是非、試してみてください。スマホを使わない時間を意識的に作ってみましょう。 (校長 原 拡史) 

 



～多様化する大学入試の基本を押さえよう！～

🏫

🚪

✏
＝公平、対策しやすい

【第１段階】

【第２段階】

大学入試に向けて効率がいいということ 

学 費
比較的安い

(文系学部も医学科も基本同じ授業料)

文系;国公立の約倍

理系;国公立の約3倍～

医学科:国公立の約3.5～8倍

教員一人あたりの学生数
(「公立大学ファクトブック2022」より)

国立 約9.4人

公立 約11.2人
私立 約19.3人

→「国公立がいい」と一般的に言われる所以の2例

国公立大学の方が学費が安い。教員一人あたりの学生数を見ると、国公立の方が教員が多くて手厚いことがわかる。

一般

選抜

特になし（出願資格を満たせば

誰でも受験可能）
学力試験の得点

学力検査（共通テスト、個別試

験）
1月～3月

学校推薦型

選抜

高校での学習成績（評定平均）

や課外活動の実績

高校⾧の推薦が必要。大学が定

める基準（評定平均など）を満

たす

書類審査、面接、小論文、 大

学入学共通テスト（課す大学あ

り）

11月～

総合型

選抜

大学が求める人物像（アドミッ

ション・ポリシー）との適合

性、学びへの意欲

原則、校⾧の推薦は不要。オー

プンキャンパス参加などが出願

条件になることも

書類審査、面接、小論文、 プ

レゼンテーション、ディスカッ

ション

9月～


